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　　ＡＢＳＴＲＡＣＴ:The Birafu Formation (new name) is narrc wly exposed near the Birafu,
Kahoku Town, Kochi Ｐｉ･efecture.This formation consists mainly of sandstone and mudstone,
and contains the Torinosu type limestones. The Birafu Formation is 370 m十 in thickness and
forms ａ homoclinal structure゛moderately or steeply dipping south and generally takes to strike
of NE-SW. Radiolarian fossils occur from mudstone of this stratum, which is assigned to
Early Cretaceous (late Valanginian～Barremian). The Torinosu type limestone has ａ comfor-
mable relatioship with the underlying and overlying clastic rocks and yield many reef al organ-
isms, such as corals, stromatoporoids, nerineid gastropods and rudists. Moreover, many bivalve
fossils are obtained from sリrrounding rocks of the limestone. The bivalve fauna is correlative
with the fauna of the Lower Ｃ!･etaceous Nankai Group, because of the occurrence of many
identical species with the latter.　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　はﾀﾞじめに
　模式地の鳥巣石灰岩は，暗灰色で陸源物質に富み，中生代の礁性生物の化石を豊富に産する石灰
岩である。 このような石灰岩は,十日本各地，特に西南日本外帯に点々と分布しており，鳥巣式石灰
岩と呼ばれ，これらを含む地層は鳥巣層群に相当するとされてきたし(例えば田村, 1960など)。ま
た，最近の微化石年代学の発展により，鳥巣層群はジュラ紀後期から白亜紀最前期の地層であるこ
とが明らかにされてきた(Matsuoka and Yao, 1985; Aita and Okada, 1986)。　　　■　　　■■　■
　鳥巣式石灰岩は，一般に岩塊状を呈し，周囲め地層との関係がはっきりわからないことが多ぐ，
泥質岩基質中にレンズ状，ブロック状あるいは榛状に取り込まれている産状がよく観察される。し
かし，周囲の地層と整合移化関係の岩体もいくつかある(例えば高知県佐川町美都岐鉱山，福島県
相馬地域小池石灰岩)。　　　　　　　　　　　　　　ニ
　高知県香北町周辺にも鳥巣式石灰岩が点在しており，これを含む地層は鳥巣層群と＼されてきた
(平田, 1940 ；蔵田ほか, 1941 ；甲藤・須鎗，!956など)。しかし，この石灰岩の中には周囲の地層
と整合関係にある岩体が確認された。さらに石灰岩の周囲の地層を詳しく調べた結果，産出する二
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枚貝化石は，鳥巣二枚貝動物群と異な△り,……むしろ白亜期前期φ荻野型および神母ノ木型二枚貝フォー
ナに共通する種が多いこと√＼との石灰岩を含む地層の年代は放散虫化石化=ﾉよ塵白亜紀前斯を示すこ
とが明らかになってきた。　　‥‥‥1　　　　十　……j……＼万コ＼∧ﾉﾉ∧＼ﾄ…………]〉＼…………j……………………　＼……=/　∇
　本論ではレこの地層を美良布層と新定義し，Tその岩相や産出化石にづいて報告する。………
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　高知市より約30km東方の物部川流域の秩父帯にしは，<主に海成下部白亜系が広く分布しているﾚ(図
１)．この白亜系にづいで/は,∧古くから地質・古生物学的研究がなさくれでい……る万:1
I
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図１
高知県物部地域の鳥巣式石灰岩を含む下部白亜系美良布層について（森野.･香西・和田・田代）　　7S
代し(1985)は，この白亜系を岩相および動物相の違いや，その分布の位置関係などから北側の物部
川層群,ト南側の南海層群に分けた。ニ　　　　ダ∧　　　ト　　　　　　　　　　　　‥　‥‥‥
　一方，この白亜系とさらに南側に分布する“三宝山層群”との間には,へ鴎巣式石灰岩の産出が知
られており，その地層は鳥巣層群に対比されてきたよ蔵田ほか(1941)は，この付近の地質を調査
しに６帯からなる鳥巣統の分布を認めている。ニごのうぢ三宝山層群”や秩父古生層の北側の含鳥
巣式石灰岩層を岩改帯め鳥巣統としている。 その中でも,し西の川下流域に分布する鳥巣式石灰岩に
ついては，従来め鳥巣統中の石灰岩とは異なる化石を含んでいることから領石統の石灰岩｡として識
別していることは注目に値する６この岩改帯め鳥巣統が今回の下部白亜系美良布層にほぼ相当し，
残る４帯は，現在の知識では，四万十帯堂ケ奈路層に相当する（青木・田代, 1982)。　　　　ニ
　　　　ダ　　　ニ　　美良布層（新称) Birafu Formation (new name)　　　　　　＼
　模式地｡：香北町西の川下流域〉　　　　　………:　　　　　　　　　　　　　　　大
八層厚j:370m十　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼〉
　分布および地質構造：香北町北岩改から吉野東方ぱかけて500～700mの幅で帯状に分布する。さ
らに香北町府内の白石橋付近に一部露出する（図２）。一般に北東¬南西方向の走向で，南に中一
高角度で傾斜し，南上位の同斜構造を呈する。 本層の北縁の西側は南海層群荻野層，東側は物部川
層群日比原層とそれぞれ断層で接する。南縁の西側は断層で“三宝山層群”ﾉと，また東側は上韮生
??
０　　１　　2km
〃
ニダ　　　図２　Ａ：美良布層地質図　Ｂ ：露頭位置図二
本図の“荻野層”は神母ノ本・船谷・荻野層を総称したものである
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　岩相：本層は泥岩√砂岩を主体とし√暗灰色の鳥巣式石灰岩を含むノまノだ,:十部に傑岩に凝灰岩
(厚さ10~50cm)およこび薄い炭層(厚さ数cm)＼を挟むﾚ(図ﾉ3玉…………=……=j………万=j…………=＼ト∧＼………＼………＼………………
犬砂岩は,△塊状と層状のものが認められる６前者はレジノズ状ま]だ)は厚さｻ5/ｉ程度φ地層で,つ岩質は
灰白色粗粒ア=レナイト質砂岩である。ﾉこれらは砂岩泥岩互層中犯挟在レしレチゼ÷＼卜の亜角俸を含む
部分かあ:る。十方,士層状砂岩は,‥やや青味を帯びた灰色べ暗灰色中４細粒砂岩で,∧万暗灰色泥岩と互
層をなす。こφ砂岩泥岩互層には,＼厚さJO卜数10cmのﾚ中粒砂岩と泥岩との泥岩勝ち互層とy/厚lさ数
cm程度の細粒砂岩と泥岩と/の等量互層とがあり√前者｡ぱ本暦の下部にけ後者は本層=の上部によくみ
られる。ま=た,ノこれらの砂岩には，平行葉理の発達万しでいるﾉ部分が多い/6…………………………,jlj　=j万　　犬……
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　　　レニ　　二　十六ニレ　図３　美良布層柱状図上ﾉﾆ=万く二………1………/……〉∧j=:ﾉ∧=:万………/=ﾚ△‥‥‥
泥岩は，二般に砂質でにしばしば大きさ数皿4 i 柚程度の植物片を含ん=でいｹる七……………………
傑岩は，緑灰色ﾁｬﾉｰﾄ疎を主体とし√赤褐色ヂャレ（卜や花陶岩質岩の＼中ト細疎からな
らはツ般に亜角疎で淘汰は悪い． 基質は長石および石英粒子や岩片なことφ粗粒砂で充填jさｵ
この仰岩は,ﾚ西の川流域で約１㎞の厚さで層状に分布
同様φ疎岩が転石として認められるレ▽　∧
　木層の中部から上部にかけてはに大きﾉさJ数10m程度
方向に連続することはなく,ヶ散在的に分布する。こめ
サンコ｀や層孔虫などの礁性生物ｲﾋﾟ石,＼大型巻貝ネリ＼ネ
続することはなく,く散在的に分布する。こめ右灰岩汰言
11, 13, 15)。ﾄまた√オ十ライトこの卓越する部分も認められる……=
いて
きまれるダこ=れらは水平
灰色々陸
蔓層を産する＼(ＢＦ-1o，
↓:……14)レノ………jjJ　万J
布層について（森野・香西・和田・田代）　77
西の川流域においては，石灰岩とその下位および上位の砕屑岩層とが整合に重なる露頭が観察さ
れる（ＢＦ-13）．そこでは下位より，･．･．･．．･･　　　．･　　　．．　　　・・　　　　　　　　　　・･．・
呻岩上　　　六　＝　　　…………
　↓　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥
二枚貝化石を産する砂岩，泥岩　　：
　↓　　　　　‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥＝　　　ト
石灰質砂岩
　↓
オーライト，生物片，ザンゴを含む石灰岩
　↓＞　　　‥‥‥‥‥　‥‥‥　　　‥
平行葉理の発達した層状石灰質細粒砂岩∧
　↓
暗灰色塊状泥岩十　　　　　　　　　　ニ
の順で重なっている６また，下位の砕屑岩層から産する軟体動物化石は，南海層群から産する二枚
貝化石と共通する種が多い．　　　・．　．･．･．･　　　　．．・　　・・･･　　．･．　　･．　　　　　　･･
　年代：木層から検出された放散虫化石はValanginian後期～Barremianを示す．
　犬　　レ　△　　　　　　　△　　ニ産出化石と地質時代　　十　　　　･.･・.･･　　　　　　･･
　　放散虫化石上　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥　　　　‥‥
　今回，西の川沿いの砂質泥岩(BF-30)ニと吉野南方の泥岩（ＢＦ-31）の２地点から放散虫化石を
得た．ﾉ産出化石のリストを表１に示す．　　　　　　ノ･．･･･．･．･．･･･．･　　　　　　　　･．　　．．･．･．
　　　　　　　　　　　　locality BF-
species
30　31
Alievium sp.
Archaeodicりomitraapiara
Holocりρ£ocaniumsp･
瓦　　　　　　（?)sp.
Nouixituscf･.ioe＼jli
？αΓvicingulaboesii
7）.　　　　　　sp･
Podobursa sp･
PraecoTiocar:vomTTiasp･
Pro£unuma sp･
Pseudodictvonxitracarpatica
Ｐ、　　　　（?) sp.
Sethocopsa（?)sp.
Thanarla conica
　　○
○
○　○
○
　　○
○　○
○
○
○
○
○　○
○
○
　　○
表１　放散虫化石リスト 図４＼鳥巣層群・南海層群の年代
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検出岑れな放散虫化石群μ，八jrvicingula boesii (P面面4)√7徊加雨如4如く(Aliev)で特徴づ
けられ， 　Ｐｓｅｕｄｏｄｉｃりｏｍｉtｒｏｃａｒｐａtｉｃａ(Lozy?ak),ﾚかφ如々面映)頑と=φ叩如分(Rust), Alievium
ｓp.などを伴う。＼ｐ. ｂｄｅｓiiＣ乙)最初の出現=はＢｅφ面i如ﾚで=あ]りﾉ:(匹面面如√1977),…………jま=だ=最後め出現
lii.Aptian前期である(Scha?､1981)。t.ﾚｃｏｒｎｅａの万.･生存期間]ぱＶ
･ﾁﾞ　／T､.・.･　≒･･.･j･.､--ゝ･ﾄ1_l　　j・.　･･_･.･･=.J､八･.＿ごl.､4=､･..･ i､._･.y･……………L……る(Pessagno, 1977)。ヶまた,＼Ａ･｡apiaraの最後の出=現ﾉは･
これらめごとから，この群集はValanginian後期ぺ･･
したがって，放散虫が示す美良布層の年代は√ジ痢ﾉｼﾞ
～jへptianであ
3むhaaf, 1981)。
　　二枚貝化石レ　　　　上　　　十　　　　　……レ　=　＼=＼ノ………=…………j万…………………………ニレノ=………万レ‥‥‥‥　　　‥‥
　本層から産する二枚貝化石は汽水心浅海生フｊ十ナであレるレこレれノら‥φ産出する層準は,っそのほと
んどが石灰岩の下位の砕肩岩層に限られるよそめ岩質は,……寸ヤ般化淘汰が悪く√植物片万を多く含んだ
砂岩((ＢＦ－21,ニ23）七にかなり石灰質な部分もある∧呻Ｆ一卸,∇μ)jＪ………レま＼が,ヅ=ニ砂質泥岩……
Ｉ
(ＢＦL22）カゝら
も産出する｡　　　　　　　ニ　　＼　　　　＼　……………:…………:く……………:……J……レノj………]…………ニヶ]ニ……j……＼十
上犬‥‥‥‥
　砂質泥岩中の二枚貝叫，→般に小型で，励心?面‥φ叫面戻叫雇／４加μ峠必j……(ｙ6s/zjiφゆφ）ｕg一
心)ａs石/などめ汽水生二枚貝を多産することが特徴であ=る.…………=∇J……j……………………ニ‥‥‥j…………
　本層から産出した二枚貝化石リストを表割と，
ついて述べる。:　　犬　　し‥‥　‥‥‥=
よく以下忙主な二枚貝化石に
Nanonavis sp. （PIト1.1ﾚFig. 15)　　………………＼…………j…………∧=……=ヽﾄ………………ﾉ。=…………=,=……j…………
　外形は長方形で，膨らみが強い。=ﾕ表面装飾↓=歯板構造ぱ不明√ぬ面加りis yokoyamai i li外形，
膨らみ等が異なる。神母ノ木層から産出すﾉるNanon如μ/と同種である言レノ………:…………j………j…　…………1
Cｕｃｕｌｌａｅａﾚｆ両雄Haya如く(PL 1. Figs｡:6, 14)：　トI…………I＼j………………＼＼………＼＼＼＼:…………………∧ﾉ………=……:………1万=
し外形は台形で,ﾉ強く膨らむ。ト最長め最高はほぽ同]じか
I
やや横長になるレカ∧ﾘﾉﾅは弱いよ大分の溜
水層(Tanaka, 1986 MS)＼がら記載されたもの(Hayami, 1965a) Tあjる=が,……I徳島の生名層からの
報告もある(田代・川路√∇1り85)。ニ　　　　　…………｡＞万＼]……
I/〉ﾄ………j……………y.=＼………万………∧……………:………
Ｓｃｐtifcｒ sp. (Ｐ!｡1. Fig. 10)　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥:ﾀﾞ,……………:……∧…………j,ﾚ上:…………ﾚ……＼………=∧＼:………
粗く強い放射肋があり，=殻頂は尖る。熊本の上部白亜系かﾚらTarn
ｍｉｆｉｍｅｎｓiｓが記載されでいるが∩それより全体的に細長くﾄﾉ放射肋φ
。Aguileria{Yoshimopsis) nagatoen丿心(Ohta) (PI.ｹﾞ王=抑西。ﾔ18=｡………19
　本種はOhta (1974)によ宍っくて山口の吉母層か＼ら記載吝れたﾉも]φﾔt
～台形。前耳は大き∧く切らか=であ/るが後耳は明瞭でないﾚﾑ………表面に叫
離弁状態で産出するものの,∇左・右殻の
現地性を示しでいる。熊本の川口層かﾉらも産出し√四万十帯の堂ケ奈路層か‥ら
田代, 1978)。最近和歌山の秩父累帯南帯に属する久野原層中のﾚｵｹﾘﾀﾞｽﾞしﾄﾞﾘj
cf. nipponicusとともに報告され=だ宍｢掃部･ﾉ中沢,」り8砂。j…………j………ﾉ=]ヶ…………∧＼＼……jj　l，
Cｈｌａｍｕｓ ｓれｉｆｅｏｋｕｅｎｓiｓAmano (PL Ｌ Fig. 12)十………=…………………ﾉ……………∧＼……=……:……………;………………jjj
　本種はAman・（i957）砕濡らy七荻野層から記執岑れな希ヴ口画ヶjる6万jﾔ
は物部川層群から産出するＣ卜挺ｍｙｉも本種に含めたぷjヶ（しか∧しTashiroﾚand Kc
強さ等め違いから後者をＧｈtａｍタｓトｈ勿体ｍｔとして記載くしたい美良布層昨ものは破片で耳部の特徴
は不明であるが,〉表面にﾚは強い放射肋があり明らかjに本種ﾉに同定万でくきﾉ忠言＼…………………=十　＼　◇
八irvamus㎡urn, sp. cf. hab四〇kawense (Ki巾ura) (PL 1√F噌j･ﾚ圃ﾄｹﾞ十＼｡:ﾀﾞﾄ＼…………万‥‥‥　‥‥‥‥　‥
殻表には強い放射肋があり:，内肋は→次肋↓二次肪の区別が認めﾉらﾚれjな=いし。7?. habu加細叩心ｅ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　locality BF-
species
20　21　22　23　24　25
Nanonavis sp.
Cucullaeafujii
Septiferｓp･
“Ostrea" sp･
Lycettiaｓp･
Pinna sp.
Aguileria(Yos八面opsis)nagatoensis
Chlamys shifeofeuensis
?αΓvamussiumsp.
？£erotrigoniaaff.moriana
Miltha jap四知
£inearia(Palaeomoern) nankaiana
Arctica(?) sp.
Isoc:yprmajaponi£ａ
I，　　　aliqiwiTituki
Eomiodon matsumo£oi
Crenotrapezium feitafeamien.se
Caestocorbulaaff.ohtai
Panopea sp.
△　　　　　　　△
△　　　　　○
△
　　○　○
　　○
　　○
　　　　○
△　　　　△
　　△　　　　　　△
○　　　　　　　　○
　　　　　　　△
　　○　○　○
△
　　　　○　○
　　　　△　△
　　△　△　△
　　○
　　○　○
　　　　△
O:abundant Ｏ :common△:rare
　　　　　　表２　二枚貝化石リスト
　　　　　　　　　図５　西の川沿いのルートマップおよび化石産出地点
　　　ト　　＼　　　　　　　凡例は図３に同じ
は鳥巣層群から記載されたもの(Kimura, 1951)であるが本層のものはそれに類似する。
Pterotrigonia sp. aff｡ p. morianaiYehara) (PI. 1. Fig. 17)
　外形やdiskの肋の特徴はMyophorellaに似るがareaには傾斜肋がある。しかしp. mりｒ沁ｓほ
ど顕著ではない。形態的にも層位的にもp. morianaより古いタイプの三角貝であり，その祖先形
である可能性が強い。
MiltｈａｊａｐｏＴｉｉｃａTashiro(PI. 1. Fig. 4)
　外形は半円形で，殻頂はやや前寄りに位置し小さい。表面には同心円肋がある。歯板構造は不明
　80‥　　……………高知大学学術研究丿報告∧第3樟＼………(1989)………万……=j=自然科学∧………ﾀﾞﾚ万……………∇
だが，これらﾚ口特徴から熊本め袈裟堂層からTashiro](1989)ﾚによ＼らて記載有れfzM.ｌｏｐｏｎｉｃａに
同定できる，保存状態は良いが産出数は非常に少なり仙…………………………………/……………
I=…
………＜=…………:万
£加細向(Ｐｏｌｏｅｏｍｏｅｒａ)ｎａｎｋａｉａｎａ Tashiro et Koねi〉(PI. 1.尚㈱∩り＼……1………ﾚ.……=ﾉ.＼……＼∧ニ‥‥‥
　本種は神母ノ木層か;ら記載ざれたものである(Tashirt同前／Ｋ･φ４:i,万一jlり88)
o･本層からのものは複
式地φものより大きく/最太めものでは6cmを越えるよく模式地のﾚも/のと比較する＼とややカサナが弱い
傾向があるが,
‥
模式地のも=のでもこのカリナには変異ｶﾀあ]り:,]ﾉﾌﾟ本層噂/もやも]そφ変異の中=に含める
こ:とができる．十　　　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ニj/∧∇ｹllj=……j………∧∧………:………:ぺ･ﾚﾉ1……:……………
ｙ1肥むａ(？)ｽφべrL∧1√Fig. 8)犬上　上　　…　………＼………………………ｹﾞﾚ=j＼∧ｹﾞ万………万………＼ﾉ万　＼jｿﾉ…………:
　粗粒岩部か:ら々)産出であﾉるので特徴め詳細は不明T々あjる:執十細長ﾌﾟぐ突出万=しﾉだ殻頂や卵形の外形は
　　　・　・k･･-㎜---＝　　　.血　㎜　　　　　　　　．　　　　　　　　■　　Ｉ ･．■　　■　　　■■■■■■■　■　■　■　　　■■　　■Arctica属め特徴と一致すjる。　　ト　尚 ……………………万…………………………万………ﾚｿj/:……Ｊｊ
Isocyprina japりnica Tashiro etﾄKozai (Pレ1.ﾚFigs. 1↓2)………………〉………〉I……………
神母ノ木層かﾚら記載されたもくの丁(Tashiro and Kozai､………1989)………Iｻぐ;‥2=殻長=1とjI殻幅=が昧ぼ等ﾚし=いのが
特徴のIｓｏりｐｒｉｎａである。j木層のものか特徴が完全に÷致するソ細丿粒岩膠牡ら産出ｿφ＼句のｿは保存
. ･.よ4jずゝ4､_.J11･､L･･･≫ t ,' A. -ii. ^､.2..~2･_l..》.､●-fl一卜17t丿l.l､l･し.t>).ぶ→／･l.._=･､･..､.･4ﾀ………:i=･.ﾄ･.･･..･へ･　･･..･･･ .･･･　　一仁　・．
も良く稀にTさはjあるが合弁のものもありほぼ現地性を示ﾉしでいjるﾉﾑ:
jli叩yprina aliquanね必z(Ａｍａｎｏ)…………j
本種はAmano (1957)によって荻野層から
その後H4面面ﾚ(1965b) aその歯板構造から
/.japonicaより/は少ないノ　エ　　＼
Eomiod師加吋ｓ加otoi Ohta (PI.ト1. Fif. 16)
肋間の非常に細かい同心円状の筋は確認できないが，
に完全に→致ずる。=ほとんどの標本が破片状態で産出］し
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………
ＣｒｅｎｏｔｒａｐｅｓｉｕｉｉｉkitａｋａｍｉｅｎｓieHayami (PI. 1. Fig.砂ﾚ
　産出数は非常に多いが保存状態が悪く=表面の特徴はよ∇くﾚ詞
外形，強いposterior carin・や,十わずかではあるが観察で者
1こ同定できる。本種はHayami (1960)に冰うて東北の十三
Ｃｏｅｓtｏｃｏｒｆｏｕlaｓp. aff. C. ohtai Kozai (畔上Figﾚ9)………:ﾉし<j…………
も)のである。
l産出するが
の特徴はE. matsumo£oi
,であ|ることを示し
　　　　　　　　Ｉ　　　　●　。　　　●･　　・●　　・Ｗ　　●　●：　。■　　■■■■■■■■■　■■■　　　■■　　■■
　殻長がldm程度の小さい二枚貝である。殻頂の基に明::かなﾉ=b面如郎:=が,あ:る禎は……Ｃ，:ａｎtiｑｉＭＸｊ Ｃ.
ｓＭｈａｍｉ√Ｃ，ｏｈtaiであるが, a oh£?以外のａｒ４はぽと壽ど伸ぴなくいレarea <■胴中jびる木層の/もの
はC. ohtai {こ類似するがareaの内側にはridgeば=な/いら…………………………j◇…………＼万=…………1し=〉∧∧………＼……∧万…………＝……
Panoper sp√(PL 1. Fig. 11)し　　十　　　　＼エ………Ij………万……ｹ………∧上…………∧……:I/=1=……∧………=…………＼……
　保存の悪い標本が一個得られただけである。ぞのﾚうえ変形七くでいくて種の同定は難＼しい。j同心円状
の肋が明瞭である。十　　ト　　　　　∧　　　＼　j…………＼………j………＼………jj＼ｿﾞ………==………二十＼ﾉ=＼＼ﾚ‥‥‥　　
‥
　　　　　　　し　　　　　　‥‥‥‥美良布層二枚貝フレ１÷ナ＼〉……＼＼∧j…………＼………万]=万万……
I/
……J……ﾄj=lj＝　j
　本層から産出する化石の多く＼は，古くから知られる秩父帯物部川層群の二枚貝化石と=はほどんど
共通性がなく，＼南海層群神母ノ木層，荻野層と共通す万る谷=十方√∧わずかﾉﾔﾚはあるがジュレう=系から記
載されたものや＼ジュ与型と密接に関係するものも｡あjいる七=……しか=しﾚ↓＼jyjまjま=で報告さﾉれている南海層群
にはジュラ紀からのレンノジをもつものはない。この仁ﾉと＼凪………木屑が神母ノ木屑,＼yに荻野層よ画下位の
地層であることを示す。＼／　ｊ　＼　　　二　　十十………ﾉ……十＼∧ﾚj…………=ｿﾞ………ﾉﾙﾚﾉﾉ=こﾉ:犬＼y＜▽＼……:……………………
　また,ﾄ石灰岩のすぐ下め層準から産出する汽水生の貝化石は;1ｿ……1 吉母層i………:‘'ill口層'!:や:四万十帯め
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堂ケ奈路層からも産出し，最近では和歌山県の秩父累帯南帯からの報告（掃部・中沢, 1989)もあ
る。-=-方，ジュラ系鳥巣石灰岩の周囲からは，汽水生二枚貝の報告はないので，この汽水生二枚貝
の産出は，その古地理的観点や鳥巣式石灰岩の形成過程を考える上で極めて重要な意味をもって
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
ニ　　　→‥　　　　　　　し　　白亜紀前期の鳥巣式石灰岩＼　　　　　＝　　し▽　　　ニ
　美良布層中の鳥巣式石灰岩は白亜紀前期に形成されたことが明らかとなった。そこで，最近の放
散虫によって得られた年代（市川ぽかに1982など）をもとに，田村（1960）が示した日本各地の鳥
巣式石灰岩（ただし，四万十帯最北縁の堂ケ奈路相当層の石灰岩は除く）の形成時期についで検討
してみると，大きく３つの時期に分かれる。 Ｌつは，黒瀬川構造帯の南縁に狭く分布する，ジュラ
紀中期の石灰岩であり，次の１つは，西南1日本及び東北日本の福島県相馬地域や宮城県大島など，
最も広く各地に分布しているジュラ紀後期～白亜紀最前期の石灰岩である。そして，３つめが今回
め白亜紀前期の鳥巣式石灰岩であるレこの３回にわたる鳥巣式石灰岩の形成期は，世界的にみても
礁性石灰岩のよく発達した時期(James, 1983)に相当する。さらに，白亜紀前期の石灰岩は，ジュ
ラ紀のサンゴや層孔虫を主体とする石灰岩とは異なりにウルゴン相で代表されるような厚歯二枚貝
が礁の主役となる。　　　　犬　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　そこで，厚歯二枚貝やネリネア，サンゴなどの礁性生物化石に注目してみると,万美良布層と同様
の動物相の認められる地層が，鳥巣層群の分布ほど広くはないが，西南日本の秩父帯に点在してい
ることが報告されている。たとえば，熊本県袈裟堂層「Aptian,田代宍･池田,」987),し大分県小坂
層・溜水屑∧(Barremian～Aptian, Tanaka, 1986 MS）である。これらの地層は，いずれも石灰岩
または石灰質砕屑岩を伴い，岩相や産出する二枚貝は，南海層群のそれと似ている（田代・池田，
1987)よまた,∇礁性生物化石については，袈裟堂層ではサｙゴや厚歯二枚貝断片丿?が石灰質砂岩よ
り得られているし（田代・池田, 1987)。小坂層からは，厚歯二枚貝I（j='ａｃｈｖtｒａｇａ ｓｐ･），ネリネア
（ＡΓφ(media cf. rigida),サンゴ，コケムシ，ウニなどが産出七ている(Tanaka, 1986 MS）。
　また，関東山地の山中白亜系の西端の狭い範囲に鳥巣式石灰岩が分布することは，古くから知ら
れている（小林ほか, 1943; Matsukawa, 1983など）。この石灰岩からは， Ｅｕｇｗａ属,Ｐｋtｃｏｃｏｅｎｉａ
属などの白亜紀前期のサンゴ化石が産出しでいる（山際ほか, 1989)。指田ほか(1989)は，この
石灰岩から産出した放散虫・有孔虫化石により，その年代をAptianとしている（この地層は，
Matsukawa, 1983,により石堂層とされている）。さらに，この石灰岩の分布域の北側には，蛇紋
岩を挟んで白亜系（物部川層群相当層）の白井・石堂・瀬林・三山層が広く分布しており，このよ
うな地層の位置関係は，物部地域の物部川層群と南海層群美良布層の分布とよく似ている。し
＼このように,=従来上部ジムｉラ系鳥巣式石灰岩と考えられていた石灰岩の中には，明らかに白亜系
の岩体が存在し，その時期はBarremian～Aptianである。おそらくこの時期にも小規模な礁性石
灰岩を形成するような環境が存在していたものと考えられる。　ト
　　　　　　ニ　　　　　　　　ま　と　め　　　　　　　　･。
高知県物部地域の秩父帯に分布する鳥巣式石灰岩を含む地層を美良布層と新定義した。
美良布層の年代は，放散虫化石によりValanginian後期～Barremianである。
美良布層から産出する二枚貝化石は，南海層群の二枚貝フォーナと共通した種が多い。
木層の鳥巣式石灰岩は,し周囲の地層と整合関係にあり，厚歯二枚貝，ネリネア，サンゴ，
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Explanation of Plate 1 ～2
Explanation ｏｆし･Plateｼ1＼∠ﾄ∧…………し…………:･………万一,..:.
Fig. 1.Ｐａｒｕｉｃｉｎｇｕlo　ｓｐ．･･･　　･．　．・
Fig. ２． Ｐ『面面即la boesii (Parona)
Fig. 3.　Ｐｓｅｕｄｏｄｉｃtｙｏｍｉtｒｏより) sp.　j
Fig. 4 . Pseudodicりりmitra carpatica (Lozyniak)…………::万…………ｿﾚｿﾞ………]]……万=I………jj
Fig. 5.　Ａｒｃｈａ･ｅｏｄｉｃりｏＴｎｉtｒａ ａｐｉａｒａ(Rust)……＼＼………:………＼＼＼ﾉ………=jI:万jj
1？こ.。Zl･　･Ｃ.､ふ･Ｌ .､_＿－.､, /'oへ__･　　　　　　　　ニ‥‥‥‥‥:･.………l…………:1:………し…………:･.=
Fig. 6レＳｅtJｘｏｃａｐｓａ(?)sp.∧
Figﾄ７.　Ｔｈａｎａｒｌａｃｏれｉｅａﾚ(Aliev)
Fig. 8 ｡ Pro£四zz､na sp√(reworked specimen ?)…………:……∧………ノ……∧ｿﾞ……=､……/……:に:
Fig. 9. P,Γaecoりｏ心ryomma sp.　………………万………＼………=……:……=ﾚｿﾞﾚｿ∧…………＼∇＼＼=/jII
Fitr in　八か7/1∂、､/;ｑ。)Tmir1 +』?ff;nr1‥‥‥‥‥1　　ト∧ノ……==レ：……………:g. 10. Ｎｏｕiｘitｕｓcf. ａ･りな Schmidt-Effing
Fig. 11.ぶ泌ひium sp.･･..･･　　　　..・.・
Fig. 11. Ｐｏｄｏｂｕｒｓｎ,sp.　　　　　　　　十.　・・
Fig. 13.　Ｈｏｌｏｃりｐtｏｅａｎｉｕｍｓp√　し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation of Plate 2　………
Figs. 1, 2.　Iｓｏりｐｒｉｎａｊ ｐｏｎｉｃａTashiro et Kozai, right valve,×2.ヶ
Fig. 3.　　Ｃｒｅｎｏｔｒａｐｃｚiｕｍ,kitａｈａｍｉｅれ'.seHayami, le紅白valve,×1.5.ニス
Fig. 4.　　Mil£ha japonica Tashiro, right valve,×1.5レ
Fig. 5.　Ｌｉｎｅａｒ ia(Ｐａｌａｅｏｍｏｅｒａ)ｎａｎｈａ込几(ｌTashiro et Kozai, left valve, ×1.2.
Figs. 6 ，Ｕ. Ｃｕｃｕｌｌａｅｏ　fｕjiiHayami, right valve, ×1.5.
Fig. 7.　Ｌ-yｃｅttia sp., right valve, ×1.十　　　１　　…………１　　　　　　ニ
Fig. 8 .　　Arctica (？) sp., left valve, ×2.　　　　　大八　　　　　十
Fig. 9.　Caestocorbula sp. aff. C. ohtai Kozai, left valve, ×3.
Fig. 10.　　Ｓｅｐt ifｅΓｓp･，right valve, ×1・
Fig. 11.　　Ｐａｎｏｐｅａ ｓp･，left valve,×1.5･　　　　　　j
Fig. 12.　　Cfilamタｓ　ｓhifeofeｕｅａｓiｓAmano, left valve, ×/1:.5.
Fig. 13.　Ｐａｒじamussium sp. ci.　Ｐ.　ｈａｂｕｎｏｈａｗｅｎＲｐ.(Kimura),right valve, ×2.
Fig. 15.　Nanonavis sp., left valve, ×1.5.
Fig. 16.　　Eomiodon matsumo£oi Ohta, right valve, XI.5.
Fig. 17・　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ　ｓp.aff. 7)．汀loｒｉａｎａ(Yehara八ﾚleft valve,χ2.
Figs. J8， 19.　Ａｇｕileｒia(Yoshimopsis)ｎｏｇａtｏｅｎｓiｓ(Ohta), left valve, ×1.5.
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